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3 能美市議会だより　第6号 

○能美市児童館の指定管理者の指定について　　　　　　　　　　　　 →　可決（全員一致） 

○能美市保養センター（わだやま荘）の指定管理者の指定について　　 →　可決（全員一致） 

○能美市温泉保養館（クアハウス九谷）の指定管理者の指定について　 →　可決（全員一致） 

○能美市立九谷焼陶芸館の指定管理者の指定について　　　　　　　　 →　可決（全員一致） 

○能美市立九谷焼美術館の指定管理者の指定について　　　　　　　　 →　可決（全員一致） 

○能美市学習会館（コミュニティセンター）の指定管理者の指定について →　可決（全員一致） 

○能美市和気あいあいの里キャンプ場の指定管理者の指定について　　 →　可決（全員一致） 

○能美市働く婦人の家の指定管理者の指定について　　　　　　　　　 →　可決（全員一致） 

○能美市体育施設の指定管理者の指定について　　　　　　　　　　　 →　可決（全員一致） 

　　これらの施設は、財団法人能美市ふるさと振興公社を指定管理者に指定した。 

 

○能美市商工福祉会館の指定管理者の指定について　　　　　　　　　 →　可決（全員一致） 

　　この施設は、根上町商工会を指定管理者に指定した。 

 

○能美市九谷陶芸村会館の指定管理者の指定について　　　　　　　 →　可決（全員一致） 

　　この施設は、九谷焼団地協同組合を指定管理者に指定した。 

 

○能美市学習等供用施設の指定管理者の指定について　　　　　　　　 →　可決（全員一致） 

○能美市コミュニティ施設の指定管理者の指定について　　　　　　　 →　可決（全員一致） 

○能美市集落センターの指定管理者の指定について　　　　　　　　　 →　可決（全員一致） 

　　これらの施設は、施設が所在する地区の町内会（町会）を指定管理者に指定した。 

 

○財産の取得について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 →　可決（全員一致） 

　　天狗橋架け替え事業に供するための財産取得。 

○市道路線の認定及び変更について　　　　　　　　　　　　　　　　 →　可決（全員一致） 

　　道路8路線の新規認定と、4路線の終点変更。 

○財産の譲渡について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 →　可決（全員一致） 

　　昭和46年に石川県林業公社と旧辰口町とが締結した造林契約中、収益分担割合の変更に伴

　う財産の譲渡 

 

人事案件 

○固定資産評価員の選任について 

　　高塚　善衛氏（福島町） 

○人権擁護委員の推薦について 

　　井出俊一氏（寺井町）　　　中村　滋氏（佐野町）　 

　　開　典子氏（吉原釜屋町）　小西紀子氏（牛島町） 

 

意見書 

○「真の地方分権改革の確実な実現」について　　　　　　　　　　　 →　可決（賛成多数） 

○議会制度改革の早期実現に関する意見書　　　　　　　　　　　　　 →　可決（賛成多数） 

2第6号　能美市議会だより 

定例会報告  
平成17年［第4回］ 

12月定例会の主な提出議案として、 
議会議員の報酬の改定や、能美市施設の 
指定管理者の指定等の議題がありました。 

○能美市議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部を改正する条例について 

→　可決（賛成多数） 

　　議長の報酬を『370,000円』から『450,000円』に、副議長の報酬を『280,000円』か

　ら『390,000円』に、上記以外の議員報酬を『245,000円』から『370,000円』に変更す

　る条例の改正。ほかに『能美市常勤の特別職の職員の給与に関する条例』と『能美市教育委

　員会教育長の給与等に関する条例』の改正を行なうもの。 

○能美市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について  

→　可決（賛成多数） 

○石川県市町村職員退職手当組合規約の変更について　　　　　　　　 →　可決（全員一致） 

○石川県市町村消防賞じゅつ金組合規約の変更について　　　　　　　 →　可決（全員一致） 

○石川県市町村消防団員等公務災害補償等組合規約の変更について　　 →　可決（全員一致） 

○平成17年度能美市一般会計補正予算（第４号）　  　　　　　　　　 →　可決（賛成多数） 

　　ケーブルテレビ推進事業において、当初見込みより契約件数が多かったため、ほか乳幼児

　・児童医療費助成事業やひとり親家庭等支援事業などの福祉費、松くい虫防除事業等の農林

　費などについて当初見込みより実績が上回ったために補正を行なうもの。 

○平成17年度能美市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）  　　　 →　可決（賛成多数） 

○平成17年度能美市介護保険特別会計補正予算（第２号）　 　 　　　 →　可決（賛成多数） 

 

指定管理者の指定について 
　　市内公共施設の管理を現状の使用状況を考慮し、所定の団体に委託したもの。 

○能美市ふれあいプラザの指定管理者の指定について　　　　　　　　 →　可決（全員一致） 

○能美市健康と生きがいづくりセンターの指定管理者の指定について　 →　可決（全員一致） 

○能美市老人福祉センターの指定管理者の指定について　　　　　　　 →　可決（全員一致） 

　　これらの施設は、社会福祉法人能美市社会福祉協議会を指定管理者に指定した。 

主な上程議案 
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高
齢
者
問
題

高
齢
化
社
会
に
向
け
、
心
身

共
に
健
康
で
元
気
な
高
齢
者
を

育
て
る
た
め
の
具
体
策
、
ま
た

一
人
暮
ら
し
を
初
め
と
す
る
孤

独
な
高
齢
者
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ

い
て
の
施
策
を
問
う
。

市
長
答
弁

能
美
市
に
お
い
て
は
、
民
生

委
員
や
地
区
役
員
に
よ
る
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
が
展
開

さ
れ
て
お
り
、
困
り
事
相
談
員

に
よ
る
生
活
相
談
事
業
も
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
市
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
の
際
老
人
宅
の
観
察

な
ど
、
情
報
の
収
集
に
よ
る
支

援
体
制
を
進
め
て
い
る
。
地
区

住
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
地
域

に
住
む
老
人
家
庭
に
対
す
る
友

情
、
支
援
の
輪
を
強
化
す
る
仕

組
が
で
き
な
い
か
、
今
後
対
応

策
を
練
っ
て
い
き
た
い
。

倉
元
　
正
順
議
員

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ

る
地
域
の
活
性
化
と
情

報
の
共
有

市
民
か
ら
期
待
を
持
た
れ
て

い
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
、
よ

り
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

企
画
と
テ
レ
ビ
を
利
用
し
た
地

域
の
活
性
化
、
市
民
情
報
の
共

有
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
長
答
弁

地
域
内
産
品
の
情
報
発
信
に

よ
り
、
地
域
内
流
通
の
促
進
、

講
演
会
や
研
修
内
容
の
放
送
な

ど
を
通
じ
て
最
新
情
報
の
取
得

や
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
活
用
が
考
え

れ
ら
れ
る
。
地
域
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
活
用
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
活
性
化
も
期
待
し
て
い
る
。

QA

を
求
め
な
が
ら
対
応
し
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
又
保
全

が
困
難
な
地
域
に
つ
い
て
は
松

に
か
わ
る
樹
木
の
植
栽
も
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

少
子
化
問
題
の
対
策
に

つ
い
て

今
日
少
子
化
現
象
が
早
ま
り

危
機
的
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

対
応
策
と
し
て
の
多
子
世
帯
支

援
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
事

が
急
務
で
は
な
い
か
。

市
長
答
弁

市
で
は
乳
幼
児
の
医
療
費
の

無
料
化
、
第
三
子
以
上
五
歳
ま

で
年
間
六
万
円
の
支
給
、
保
育

料
に
つ
い
て
は
二
人
目
半
額
三

人
目
以
上
は
無
料
に
し
て
お
り
、

今
後
は
県
主
導
に
よ
る
プ
レ
ミ

ア
ム
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
に
も
積

極
的
に
参
画
し
多
子
世
帯
支
援

策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

米
田
　
敏
勝
議
員

松
枯
れ
対
策
に
つ
い
て

今
日
松
枯
れ
対
策
と
し
て
数

千
本
の
枯
松
を
伐
倒
し
又
樹
幹

注
入
に
よ
る
元
気
な
松
へ
の
感

染
を
防
い
で
来
た
が
、
そ
の
効

果
が
あ
ま
り
現
わ
れ
ず
黒
松
の

大
木
の
枯
死
が
後
を
断
た
な
い
。

今
後
の
松
枯
れ
対
策
と
し
て
の

抜
本
的
歯
止
め
と
し
て
の
対
応

策
を
示
せ
。

市
長
答
弁

伐
倒
駆
除
は
も
ち
ろ
ん
樹
幹

注
入
に
よ
る
保
護
の
徹
底
。
空

中
や
地
上
か
ら
に
よ
る
薬
剤
散

布
も
考
え
て
い
る
。
薬
剤
散
布

に
つ
い
て
は
環
境
問
題
も
か
ら

ん
で
い
る
が
住
民
団
体
の
理
解

Q

A

消
雪
工
事
は
、
人
家
よ
り
は

な
れ
、
水
源
確
保
、
財
政
面
で

無
理
、
機
械
除
雪
で
の
対
応
に

ご
理
解
の
程
を
。

特
養
ホ
ー
ム
の
増
設
と

支
援
策

要
介
護
認
定
者
現
在
一
四
六

三
人
、
内
、
入
居
待
機
者
二
九

七
人
お
り
、
今
後
も
増
え
る
の

で
特
養
ホ
ー
ム
増
設
を
計
画
せ

よ
、
利
用
サ
ー
ビ
ス
費
の
充
実
、

市
独
自
策
を
。

市
長
答
弁

大
変
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

保
険
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
の

増
大
施
設
経
営
等
問
題
も
多
い
。

近
隣
自
治
体
と
連
携
を
と
り
努

力
。
地
域
密
着
型
の
小
規
模
多

機
能
居
宅
介
護
施
設
三
カ
所
、

七
五
床
を
計
画
し
て
い
る
。
低

所
得
者
に
は
負
担
軽
減
措
置
に

配
慮
。
通
所
利
用
者
の
食
事
負

担
に
市
独
自
で
検
討
し
て
い
る
。

嵐
　
昭
夫
議
員

県
道
拡
幅
及
び
消
雪
工

事
を

小
松
鶴
来
線
、
宮
竹
町
東
信

号
百
メ
ー
ト
ル
上
よ
り
天
狗
橋

間
の
道
幅
が
狭
く
カ
ー
ブ
が
あ

り
、
北
側
は
土
盛
り
で
弱
く
滑

り
や
す
い
。
除
雪
も
大
変
で
、

気
温
が
下
が
り
凍
結
す
る
。
危

険
な
状
況
の
中
、
通
勤
通
学
に

苦
労
す
る
。
拡
幅
、
消
雪
設
備

を
県
に
強
く
要
請
せ
よ
。
今
期

冬
に
は
除
雪
対
策
に
万
全
を
。

市
長
答
弁

地
元
の
長
年
の
要
望
で
あ
る
、

県
道
整
備
事
業
、
最
重
要
項
目

と
し
て
再
三
県
に
要
望
し
て
い

る
。
今
後
も
粘
り
強
く
陳
情
行

動
す
る
。

Q

生
涯
学
習
推
進
大
会
の
精
神

を
引
き
継
ぎ
、
地
域
・
市
政
の

活
性
化
に
寄
与
す
る
地
区
公
民

館
活
動
も
大
切
に
し
て
い
き
た

い
。
統
合
再
編
の
必
要
性
は
感

じ
て
い
る
が
、
市
民
の
意
見
を

尊
重
し
、
市
民
の
一
体
性
の
確

立
・
融
和
・
情
報
交
換
・
安
心

安
全
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

も
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

支
援
も
引
き
続
き
お
願
い
し
た

い
。

都
市
計
画
区
域
・
用
途

地
域
の
指
定
に
つ
い
て

は
。

産
業
建
設
部
長
答
弁

全
市
域
の
均
等
性
・
公
平
な

基
準
の
下
で
平
成
19
年
度
策
定

を
目
指
し
て
先
進
地
事
例
も
参

考
に
し
な
が
ら
議
論
を
深
め
た

い
。

北
村
　
國
博
議
員

行
財
政
改
革
大
綱
の
策

定
は
。

市
長
答
弁

今
年
７
月
に
助
役
を
本
部
長

と
す
る
行
政
改
革
推
進
本
部
を

立
上
げ
、
人
件
費
等
の
行
財
政

運
営
の
効
率
化
・
各
種
事
業
の

見
直
し
・
税
財
源
確
保
手
段
と

し
て
企
業
誘
致
の
努
力
等
を
し
、

既
に
策
定
段
階
に
入
っ
て
い
る

能
美
市
総
合
計
画
と
も
整
合
性

を
考
慮
し
な
が
ら
大
綱
策
定
に

臨
む
所
存
で
あ
る
。

生
涯
学
習
の
推
進
・
統

合
再
編
に
つ
い
て
は
。

教
育
長
答
弁

QA

QA

A

Q

A

QA

AQ

A Q
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本
計
画
、
基
本
構
想
策
定
に
合

わ
せ
て
実
施
可
能
な
事
業
を
中

心
に
国
、
県
、
市
財
政
当
局
と

協
議
調
整
を
計
り
立
案
し
て
い

き
た
い
。市

民
に
理
解
を
求
め
る

対
応
は

道
路
網
整
備
の
実
施
計
画
づ

く
り
に
つ
い
て
準
備
体
制
と
手

法
を
伺
う
。

産
業
建
設
部
長
答
弁

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
は
、
学
識
経
験
者
や
行
政
関

係
者
に
加
え
旧
３
町
の
一
般
市

民
や
各
種
団
体
の
方
々
に
計
画

素
案
を
提
示
、
概
要
説
明
を
行

い
、
意
見
や
助
言
を
取
り
入
れ

な
が
ら
事
業
を
進
め
る
と
い
う

Ｐ
Ｉ
方
式
で
そ
の
中
の
事
業
と

し
て
能
美
市
横
断
道
路
整
備
推

進
協
議
会
や
Ｊ
Ｒ
寺
井
駅
周
辺

整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
事
業
の
概

要
や
効
果
、
必
要
性
を
説
明
し

今
後
の
事
業
を
進
め
た
い
。

東
　
正
幸
議
員

今
後
の
道
路
網
整
備
の

実
施
計
画
は

都
市
建
設
計
画
の
中
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
重
視
し
た
快
適

居
住
の
ま
ち
づ
く
り
が
あ
り
、

そ
の
一
つ
と
し
て
道
路
整
備
の

推
進
が
あ
る
。

具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

産
業
建
設
部
長
答
弁

従
来
事
業
と
し
て
北
中
央
線
、

小
松
イ
ン
タ
ー
線
、
下
清
水
出

口
線
、
交
通
安
全
施
設
整
備
事

業
や
消
雪
事
業
を
新
規
採
択
事

業
と
し
て
上
清
水
下
徳
山
線
、

辰
口
倉
重
線
、
南
中
央
線
を
中

心
に
着
工
、
完
成
に
向
け
て
進

め
て
い
る
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
新
市
基

Q

A

活
、
自
転
車
で
買
物
。
公
共
交

通
利
用
促
進
運
動
の
先
頭
に
立

て
。「
ご
ざ
っ
せ
号
」
を
増
発
し

て
早
期
に
運
行
を
再
開
せ
よ
。

市
長
答
弁

全
く
同
感
で
あ
り
、
各
種
行

事
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。「
ご
ざ
っ

せ
号
」
は
来
年
度
中
に
本
格
的

な
実
験
運
行
で
き
る
よ
う
進
め

た
い
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
と
講
習

の
普
及

病
院
外
で
の
心
停
止
は
交
通

事
故
の
三
倍
を
越
え
る
件
数
が

あ
る
。
簡
単
な
操
作
で
市
民
の

救
命
率
ア
ッ
プ
の
た
め
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
能

美
市
の
主
要
施
設
に
設
置
せ
よ
。

市
長
答
弁

新
年
度
に
必
要
な
と
こ
ろ
か

ら
配
備
す
る
。
職
員
、
施
設
利

用
者
に
心
肺
蘇
生
法
と
併
用
し

た
講
習
を
実
施
す
る
。

青
山
　
利
明
議
員

休
日
保
育
の
実
施
を
せ

よ

子
育
て
支
援
の
充
実
を
望
む

声
が
多
い
。
休
日
に
両
親
と
も

仕
事
の
家
庭
も
あ
る
。
保
育
園
、

学
童
保
育
に
つ
い
て
、
日
曜
、

祝
日
、
夜
間
保
育
の
実
施
。
学

童
保
育
時
間
は
保
育
園
サ
ー
ビ

ス
に
準
じ
た
運
営
を
せ
よ
。

市
長
答
弁

休
日
が
勤
務
の
特
異
な
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
支
援

策
が
で
き
な
い
か
検
討
す
る
。

歩
い
て
生
活
、
自
転
車

で
買
物

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、

自
ら
の
健
康
の
た
め
歩
い
て
生

Q

技
術
を
保
持
し
異
業
種
交
流
等

で
付
加
価
値
が
上
が
り
、
交
通

ア
ク
セ
ス
が
至
便
で
立
地
、
補

助
制
度
も
充
実
し
て
い
る
事
が

条
件
で
あ
る
。
合
併
後
、
進
出

企
業
も
数
社
が
決
定
し
て
い
る
。

多
種
多
用
途
の
企
業
要
望
に
は

用
地
は
不
足
気
味
で
土
地
利
用

計
画
を
検
討
す
る
。
産
業
振
興

奨
励
条
例
に
よ
り
周
辺
市
町
よ

り
十
分
助
成
も
あ
る
。
北
陸
先

端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
と
の

産
学
官
の
連
携
に
よ
り
さ
ら
な

る
企
業
誘
致
の
推
進
に
取
り
組

む
。

北
野
　
哲
議
員

産
業
振
興
の
方
策
は

今
後
三
位
一
体
の
改
革
に
よ

り
国
か
ら
の
補
助
金
が
減
額
さ

れ
、
自
主
財
源
の
強
化
が
必
要

で
特
に
教
育
、
福
祉
関
係
は
水

準
を
落
と
せ
ず
そ
の
財
源
を
確

保
す
る
の
は
産
業
振
興
を
図
る

べ
き
で
工
業
用
地
を
確
保
し
企

業
誘
致
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

岩
内
、
下
清
水
、
山
口
の
各
工

業
用
地
は
未
定
の
様
で
よ
り
良

い
条
件
を
提
示
し
、
新
た
な
用

地
も
必
要
か
と
思
う
が
、
企
業

誘
致
の
対
応
を
問
う
。

市
長
答
弁

企
業
誘
致
は
雇
用
機
会
が
存

在
し
下
請
企
業
が
発
展
し
高
い

QA

AQ

Q AAＨ
18
、
Ｈ
19
の
２
ヶ
年
で
タ
ミ

フ
ル
の
備
蓄
を
し
、
別
の
薬
剤

リ
レ
ン
ザ
の
備
蓄
の
準
備
を
し

て
い
る
。災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
の
取
組
み
に
つ
い
て

能
美
市
防
災
体
制
の
現
状
は

ど
う
か
。
災
害
は
市
民
が
受
け

る
も
の
で
あ
り
、
市
役
所
内
の

体
制
は
も
と
よ
り
地
域
、
町
内

会
そ
し
て
市
民
の
連
携
が
不
可

欠
で
あ
る
。
又
、
河
川
の
対
策

の
取
り
組
み
を
問
う
。

市
長
答
弁

大
災
害
に
備
え
て
、
近
隣
、

県
内
の
市
町
と
消
防
や
災
害
時

の
相
互
応
援
協
定
を
結
ぶ
。
市

消
防
団
、
地
区
自
衛
消
防
団
の

総
合
訓
練
等
を
し
て
い
る
。
自

主
防
災
組
織
の
結
成
を
推
進
し

て
い
る
。
河
川
や
土
砂
崩
れ
な

ど
災
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所

を
把
握
し
、
関
係
機
関
に
働
き

か
け
、
計
画
的
に
改
善
を
図
り

た
い
。

居
村
　
清
二
議
員

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か

ら
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
へ
の
市
の
対
策
は

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
東
南

ア
ジ
ア
で
大
流
行
し
、
67
人
が

死
亡
。
こ
の
毒
性
の
高
い
ウ
イ

ル
ス
Ｈ
５
Ｎ
１
型
が
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
し
て
世
界
的

流
行
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
唯

一
の
治
療
薬
タ
ミ
フ
ル
備
蓄
確

保
に
つ
い
て
市
の
対
策
を
問
う
。

民
生
部
長
答
弁

現
在
は
国
内
非
発
生
で
あ
る

が
、
関
係
省
庁
対
策
会
議
の
設

置
都
道
府
県
に
対
す
る
対
策
本

部
の
設
置
の
要
請
、
治
療
薬
の

確
保
す
べ
き
量
を
決
定
し
、
備

蓄
に
取
り
組
む
。
国
と
県
で
は
、

QA

QA

A

Q

粟生工業団地
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民
生
部
長
答
弁

病
後
児
保
育
を
実
施
す
る
に

際
し
て
の
問
題
点
を
慎
重
に
検

討
し
て
い
る
。

保
育
料
加
算
廃
止
は
、
年
間

１
、
０
０
０
万
円
の
持
ち
出
し
と

な
り
困
難
で
あ
る
。

米
軍
訓
練
の
小
松
基
地

移
転
に
反
対
せ
よ

米
軍
Ｆ
15
戦
闘
機
の
小
松
基

地
へ
の
訓
練
移
転
は
、
住
民
や

自
治
体
へ
の
周
知
や
合
意
が
な

い
こ
と
、
現
在
も
騒
音
被
害
に

苦
し
み
裁
判
闘
争
が
進
ん
で
い

る
こ
と
、
Ｆ
15
戦
闘
機
は
事
故

が
多
い
こ
と
等
問
題
が
あ
る
。

市
民
の
安
心
・
安
定
、
平
和
を

守
る
立
場
か
ら
反
対
す
べ
き
で

な
い
か
。市

長
答
弁

訓
練
の
規
模
、
期
間
な
ど
具

体
的
に
は
き
い
て
い
な
い
。
現

状
で
は
コ
メ
ン
ト
で
き
な
い
。

近
藤
　
啓
子
議
員

介
護
保
険
法
改
正
に
伴
う

市
民
の
負
担
の
軽
減
を

10
月
か
ら
の
介
護
保
険
の
改

定
で
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
負
担

も
重
く
な
っ
て
い
る
。
通
所
サ

ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の

負
担
軽
減
で
在
宅
介
護
を
応
援

す
べ
き
で
な
い
か
。

市
長
答
弁

通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
に
、
具
体
的

に
検
討
を
進
め
て
い
る
。

市
独
自
の
子
育
て
支
援

を

病
児
保
育
・
病
後
児
保
育
の

実
施
と
ゼ
ロ
歳
児
の
保
育
料
加

算
の
廃
止
で
負
担
軽
減
を
図
れ
。

Q

A
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□
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□
□
□
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Q

A

○石川県市町村職員退職手当組合規約の変更　　　　　　　　　 →　原案承認（全員一致）

市町村合併による輪島市、門前町合併に伴う規約改正

○能美市一般会計補正予算（所管事項） →　原案承認（全員一致）

・能美市まちづくり振興基金を新たに設置する

・報酬条例の改正による議会費の補正

・辰口庁舎維持管理（蓄電池8台を入れ替える）

・情報管理費（ケーブルテレビ契約件数が当初見込より増加）

総　　務
常任委員会

▲総務常任委員会風景

委員会活動 

NOMI CITY

委員会付託案件　2件

県市町村退職手当組合に金沢、小松市が
加入していないのか。
加入していない。自前で退職金を支払っ
ている。
非常用無停電電源装置の電池交換は早す
ぎないか。
電池なので建物の耐用年数と違い5年の
耐用年数で機能が低下したため。
ケーブルテレビの1,309万円の補正は
必要なのか。
国庫補助対象分2000件見込んでいまし
たが594件超過した。
ケーブルテレビの申込みを忘れた方への
対応はどうか。
10月を超えて忘れた方は小松テレビへ
申し込み70,000円負担してもらう予定。
ケーブルテレビ追加キャンペーンを行う
予定はあるのか。
追加キャンペーンの予定はしていない。

委員会における質疑応答

●Q

●A

●Q

●A

●Q

●A

●Q

●A

●Q

●A

市営住宅の加入はどうか。
市営住宅は12チャンネル分は無料で見
られるが他チャンネルは有料である。
全体の普及率はどうか。
根上地区32.1％辰口地区31.5％寺井
地区23.7％全体でアパートを含むと
30％程度。
共同アンテナ撤去費用の補助は出るのか。
建設時の補助同等程度の補助を考えている。
寄附金は個人情報保護条例の関係で公表
できないのか。
金額は詮索される場合があるので金額を
抜いて広報に掲載している。
生活保護費負担金210万円の補正内容
はどうか。
48世帯の見込みであったが5世帯増加
によるものである負担率国3/4、市が
1/4である。

●Q
●A

●Q
●A

●Q
●A
●Q

●A

●Q

●A

Q

Q

A

A

▼　ＡＥＤを使用した救急救命講習の様子
能美広域消防では、救急救命講習の中でＡＥＤの使用法

についても指導を行なっています。
詳しくは、能美広域消防本部（TEL ５８－６３２０）か、
市内各消防署までお問い合わせください。

▲　ＡＥＤ（自動体外式除細動器）
ＡＥＤ（Automated External Defibrillator）は、止まっている

（痙攣（けいれん）している）心臓に対し電気を流して、元の心臓の
（規則正しく動く）状態に戻すための医療器具です。（写真は、トレ
ーナー（講習用の機械）であり、実際の現場では使用できません。）
これまでは、医師や救命救急士にしか使用が許されていませんで

したが、ＡＥＤが安全かつ簡単に使用できるようになったため、
2004年より誰でも使用できるようになりました。この機械は昨年
の愛　地球博の会場に多数設置され、初期救命に大きな効果をあげ
ました。
現在、能美市内では『いしかわ動物園』と『寺井高校』にＡＥＤ

が配置されています。
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○能美市一般会計補正予算（所管事項） →　原案承認（全員一致）

障害者居宅サービス、乳幼児及びひとり親家庭等医療費、がん検診、人間、脳ドック助

成等の増加見込み、海岸保安林の松くい虫対策、中学校部活動大会経費の一部助成など。

○能美市国民健康保険特別会計補正予算　　　　　　　　　　　 →　原案承認（全員一致）

療養給付費、介護納付金、出産育児一時金、葬祭費の増加

○能美市介護保険特別会計補正予算　　　　　　　　　　　　　 →　原案承認（全員一致）

介護システム改修業務等経費及び介護サービス給付費増加

○能美市ふれあいプラザ等各種施設の指定管理者の指定について →　原案承認（全員一致）

各種施設を町会又は町内会、ふるさと振興公社、社会福祉協議会等へ指定管理者として指定。

○財産の譲渡について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 →　原案承認（全員一致）

昭和46年に石川県林業公社と旧辰口町とが締結した造林契約中、収益分担割合の変更

に伴う財産の譲渡

教育民生
常任委員会

▲教育民生常任委員会風景

委員会活動 

NOMI CITY

委員会付託案件　17件　主なもの

小学校児童の安全対策はどうか。
各小中学校で見守り隊を組織しパトロー
ルしている。通学路の再点検もする。
包括支援センターとは。
市内に地域包括支援センターを一ヶ所設
置し各地区の在宅介護支援センターを組
織に組み込み介護を充実させる。
クアハウス九谷のトレーニング機器が老
朽化しているが。
危険なものは交換していきたい。
保育園、学校の洋式便所の設置状況はど
うか。
設置されていない学校、保育園は寺井地

委員会における質疑応答
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区に多い。
出生率及び少子化対策としてプレミアム
パスポート事業のようなものを実施でき
ないか。
県事業で行なわれているが市として拡大
を推進する。
通学路に街灯整備をして欲しい。
町会からの要望で設置している。防犯協
会と協議する。
辰口保育園の用地買収の進捗状況はどう
か。
現在、関係の土地について交渉中である。
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○能美市一般会計補正予算（所管事項） →　原案承認（全員一致）
・農業振興費の中山間地域直接支払い事業
・工業振興費の産業振興奨励補助金

○能美市保養センター指定管理者の指定について　　　　　　　 →　原案承認（全員一致）
○能美市温泉保養館の指定管理者の指定について　　　　　　　 →　原案承認（全員一致）
○能美市商工福祉会館の指定管理者の指定について　　　　　　 →　原案承認（全員一致）
○能美市九谷陶芸村会館の指定管理者の指定について　　　 →　原案承認（全員一致）
○能美市九谷焼陶芸館の指定管理者の指定について　　　　 →　原案承認（全員一致）
○能美市九谷焼美術館の指定管理者の指定について　　　　 →　原案承認（全員一致）
○財産の取得について（天狗橋架け替えに伴う用地取得によるもの）

→　原案承認（全員一致）
○市道路線認定及び変更について（新たに市道路線を認定変更するもの）

→　原案承認（全員一致）

産業建設
常任委員会

▲産業建設常任委員会視察風景

委員会活動 

NOMI CITY

委員会付託案件　9件

中山間地域直接支払い事業で委託が認め
られない区域は。
国造地区に舘町を入れていたが傾斜地と
認められなかった。
九谷陶芸村会館と九谷焼陶芸館、九谷焼
美術館の指定管理者の違いは何か。
前者は長年のノウハウを持つ協同組合
に、後者は公共的な面でふるさと振興公
社に。
大型SC出店について、その後の状況と
取り組みについて。
現時点では問題点課題点が多過ぎ推進す
る考えはない。
将来的な当該用地の土地利用は。
熊田川水系農振地域の地元と調整が出来

委員会における質疑応答
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れば工業用地とする一案もある。
地権者にとって来年早々の耕作の事を考
えると本件を先送りすべきではない。当
委員会としての方向付けを示すべきだ。
まだ結論を出すのが早いのではないかと
の意見もあったが少しでも早く当委員会
としても執行部の考え方に対する方向付
けを示すべきとの判断から賛否を問うた
結果退席者二名を除き全会一致で執行部
の考え方に賛成した。
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12第6号　能美市議会だより 

討論 
反 対  

編 

集 後 

記 

能美市議会だよりは環境に優しい100％再生紙 
及び大豆油インキを使用しています。 

議
案
第
81
号

議
員
報
酬
を
月
額
37
万

円
に
引
き
上
げ
、
議
長
、

副
議
長
の
報
酬
も
、
45
万

円
、
39
万
円
に
引
き
上
げ

る
も
の
で
あ
る
。

能
美
市
に
お
け
る
議
会

活
動
を
保
障
す
る
上
で
一

定
の
引
き
上
げ
は
必
要
と

考
え
る
。
が
、
多
く
の
市

民
は
、
不
況
の
も
と
で
、

リ
ス
ト
ラ
・
合
理
化
、
医

療
・
年
金
・
介
護
・
増
税

な
ど
の
住
民
負
担
増
の
押

し
つ
け
に
苦
し
ん
で
い

る
。
こ
ん
な
時
に
、
51
％

の
ア
ッ
プ
は
認
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

期
末
手
当
を
０．
０
５
ヵ

月
引
き
上
げ
に
つ
い
て
も

反
対
で
あ
る
。

常
勤
の
特
別
職
の
給

与
、
及
び
教
育
長
の
給
与

に
お
い
て
、
期
末
手
当
を

０．
０
５
ヵ
月
引
き
上
げ
に

も
反
対
で
あ
る
。

議
案
第
82
号

一
般
職
員
給
与
を
月
例

給
で
０．
３
％
、
配
偶
者
扶

養
手
当
を
月
額
５
０
０
円

引
き
下
げ
、
勤
勉
手
当
を

月
額
０．
０
５
ヵ
月
引
き
上

げ
る
も
の
で
あ
る
。

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
、

春
闘
相
場
か
ら
見
て
も
合

理
性
を
欠
い
て
い
る
。
更

に
４
月
に
さ
か
の
ぼ
る
こ

と
は
「
不
利
益
不
遡
及
」

の
原
則
に
も
反
す
る
。

公
務
員
の
賃
下
げ
は
、

地
域
の
民
間
労
働
者
と
の

関
係
で
も
、
賃
金
水
準
引

き
下
げ
の
悪
循
環
を
引
き

起
こ
す
。
地
域
経
済
へ
の

影
響
も
お
よ
ぼ
す
も
の
で

あ
り
、
認
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

近
藤
　
啓
子
議
員

さ
て
能
美
市
で
は
ど
う

で
あ
っ
た
か
、
市
民
の
声

を
幅
広
く
聞
い
て
、
議
会

に
反
映
し
て
い
き
た
い
、

「
話
し
合
い
」、
市
民
へ
の

幸
福
、
「
愛
」
を
掲
げ
て

協
力
し
て
参
り
た
い
。

皆
様
の
御
健
康
と
御
活

躍
を
、
お
祈
り
致
し
ま
す
。

（
嵐
　
昭
夫
）

追
伸
　
広
報
に
対
す
る
御

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

●
広
報
特
別
委
員
会
●

委

員

長

小
手
川
正
明

副
委
員
長

嵐
　
　
昭
夫

委
　
　
員

白
川
　
　
寛

倉
元
　
正
順

北
野
　
　
哲

福
田
　
　
豊
　

能
美
市
議
会
選
挙
で
、

多
く
の
真
心
か
ら
の
御
支

援
を
受
け
、
議
会
に
送
っ

て
い
た
だ
き
、
早
く
も
三

ヶ
月
経
ち
ま
し
た
。
議
会

活
動
を
わ
か
り
易
く
伝
え

る
広
報
誌
と
し
て
努
力
す

る
事
を
決
意
し
て
お
り
ま

す
。さ

て
近
年
に
無
い
大
雪

と
な
り
除
雪
作
業
に
従
事

さ
れ
て
い
る
皆
様
方
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
、
今
後
も
充
分
に
安

全
に
留
意
し
て
い
た
だ

き
、
早
め
の
作
業
を
お
願

い
し
ま
す
。

十
七
年
の
世
相
を
漢
字

一
文
字
で
表
す
と
、「
愛
」

と
決
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

天
皇
家
の
長
女
の
ご
結

婚
、
ゴ
ル
フ
、
卓
球
、

「
愛
」
知
万
博
等
あ
げ
ら

れ
る
一
方
、
凶
悪
犯
罪
な

ど
「
愛
」
の
足
り
な
い
事

件
も
多
か
っ
た
。
世
界
で

も
災
害
の
多
い
悲
し
み
の

年
で
も
あ
っ
た
。

新しい議場で議会が行なわれました
在任特例期間中に、議場の改修を行い、
12月議会より辰口庁舎３階議場にて本
会議を行ないました。
新しい議場では、40席の傍聴席をご

用意して、皆様の傍聴をお待ちしており
ます。
詳しくは、能美市ホームページ
（http://www.city.nomi.ishikawa.jp）をご
覧いただくか、能美市議会事務局までお
問い合わせください。（お問合せ先は、
表紙右下に記載されております。）

▲議場における審議風景　　写真提供：テレビ小松


